
郷
土
を
力
強
く

切
り
拓
く
市
政

チ
ー
ム
銚
子
の
力
！

銚
子
市
長　

越
川　

信
一

　

市
と
民
間
事
業
者
が
連
携
し
、
知
恵

を
絞
り
努
力
を
重
ね
て
き
た
ふ
る
さ
と

納
税
は
、
寄
附
額
約
３
億
円
（
令
和
４

年
度
）
か
ら
約
27
億
円
（
令
和
６
年
度
）

に
増
加
し
、
給
食
費
・
保
育
料
の
無
償

化
な
ど
の
子
育
て
支
援
を
拡
充
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
１
７
０
の
事
業
者

か
ら
水
産
物
・
農
産
物
な
ど
７
０
０
品

目
の
返
礼
品
の
提
供
を
い
た
だ
き
、
銚

子
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
場
産
品
が
ふ
る

さ
と
納
税
拡
大
の
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
公
民
連
携
に
よ
り
「
チ
ー
ム

銚
子
」
の
力
を
引
き
出
し
、
成
功
体
験

を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
、
銚
子
の

未
来
を
力
強
く
切
り
拓
く
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

銚
子
電
鉄
が
笠
上
黒
生
駅
で
脱
線
事

故
を
起
こ
し
走
れ
な
く
な
っ
た
時
、
立

ち
上
が
っ
た
の
は
銚
子
商
業
の
高
校
生

た
ち
で
し
た
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
で
全
国
に
寄
附
を
呼
び
か
け
、
約

５
０
０
万
円
の
修
理
代
を
集
め
、
車
両

を
復
活
さ
せ
ま
し
た
。
銚
子
が
大
好
き

だ
と
い
う
子
ど
も
た
ち
の
思
い
を
受
け

と
め
、
こ
れ
か
ら
の
銚
子
を
築
い
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

愛
す
る
郷
土
は
、
未
来
に
生
き
る
子

ど
も
た
ち
か
ら
の
預
か
り
物
で
す
。
豊

か
な
自
然
と
食
と
人
。
ど
こ
に
も
負
け

な
い
地
域
資
源
を
さ
ら
に
磨
き
、
輝
か

せ
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
責
任
が
、
今

を
生
き
る
私
た
ち
に
は
あ
り
ま
す
。
洋

上
風
力
発
電
の
実
現
、
千
葉
科
学
大
学

の
応
援
、
安
定
し
た
財
政
の
確
立
、
新

銚
子
中
学
校
の
校
舎
整
備
、
船
木
小
と

椎
柴
小
の
統
合
、
企
業
誘
致
、
公
共
施

設
の
整
備
。
一
つ
ひ
と
つ
の
課
題
・
目

標
に
取
り
組
み
、
市
民
の
幸
福
度
と
活

力
を
高
め
、「
銚
子
で
暮
ら
し
続
け
た

い
」
と
思
え
る
地
域
を
共
に
築
い
て
ま

い
り
ま
し
ょ
う
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
銚
子
市
長
選
挙
で
越
川
信
一
市
長(

63
歳)

が
再
選
さ
れ
、

投
票
日
翌
日
の
4
月
28
日(

月)

、初
登
庁
し
ま
し
た
。

2025.6 広報ちょうし 2


